












乳幼児突然死症候群(SIDS)の死因については、これまで有意の形態学的病像が発見出来な

いものとされ、それが本症候群の定義にもなっている。従ってその死因の解明には患児の

諸器官の発生・発育の状態を含め、機能と形態の両面から詳細な検討と総合的な判断が必

要と考えられる。これらの主旨に従い、われわれは主として心、肺並びに中枢神経系の病

理学的検索を加えてきたが、今年度も引き続き次の3点について研究計画をたて遂行した

。 

1.SIDS 症例の心刺戟伝導系の組織病理学的検討－特に冠状動脈の内膜病変との関連につ

いて。 

2.SIDS 症例の心室心筋の発達状況について。 

3.SIDS の本態に関する神経病理学的研究－特に低酸素性脳症との関連において。 


